








※ この様式は公開されます。 

第 3 号様式 

助成対象活動報告シート 

団体名  平針南学区自治会 

1 助成を受けて実施した活動 

※ 活動の様子がわかる写真(数枚)を入れ込んで記入してください。

まちづくり構想検討会＆おしゃべり場による検討 

・構想検討会のみの開催数 3 回、おしゃべり場（出店者の集まり）

開催数 1 回、構想検討会とおしゃべり場の合同会議開催数 3 回 

居場所づくり実験～ひだまりマーケット～予備調査の実施 

・従来から開催している産直市場の開催時

に、テント・机・いすを配置しておしゃべり

場を設け（10/19）、アンケート調査を実施。

カフェ開業への要望は高く、第 2 位(47 人

/277 人中)であった。 

先進事例調査及び減災まちづくりセミナー

・居場所事例として、ソーネ OZONE と知多市朝倉

団地センタープレイスを視察し、自治会と民間公益

活動との協働の必要性を痛感する。 

・災害ボランティアによるセミナーを開催し(参加者

56 名)、学区全体より顔の見えやすい街区単位での、

減災の取り組みの有効性が指摘された。 

ひだまりマーケットの広報活動 

① 2 種類の広報チラシの全戸配布 

② 自治会ホームページにブログ開設 

③ 天白フリモ天白版に掲載 

④ SNS による配信 

ひだまりマーケットの開催 

・日 時：12 月 7 日(土)10：00～14：00 

・場 所：広場空間(シンボル的エリア) 

・出店数：24 店舗 

・来場者：約 800 名 

・最高気温 10℃という厳しい条件下にもかわ

らず、予想以上の来場者であった。 

まちづくり構想のブラッシュアップ 

・平成 30 年度作成のまちづくり構想に、今回

の居場所づくり実験で得られた成果を反映し

て構想修正版をまとめる。 
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2 活動の成果および目標達成度合い 

居場所づくり実験～ひだまりマーケット～の評価 

・実験に対する来場者アンケート結果について、上位 3 位までを以下に示す。 

・出店者(対象店舗 18)のアンケート結果は以下の通りで、予想以上に大勢が来場したことから商

品の売れ行きも良く、これが次の機会における高い出店意欲につながっている。 

・ひだまりマーケットで観察された様々な活動シーンから、地域の居場所に求められる空間要件

を整理すると・・・①気軽な立ち寄り空間 ②さり気ない見守り空間、③気楽な時間消費空間、

④趣味の発信空間、⑤みんなの協働空間、となる。 

まちづくり構想のブラッシュアップ 

・居場所づくり実験成果の構想への反映はできたが、4 で言及する大規模余剰地の出現という新た

な課題が登場し、機能する構想の構築という当初の目論みは道半ばという状況。 

3 活動により見えた課題 

4 今後の活動等の展望 

居場所づくりに向けた継続的な取り組み 

・地区に定着する居場所は、様々な取り組みの積み重ねで形成されていくもので、継続的に居場

所づくりが取り組める体制を維持しておくことが重要。 

・居場所を支えるインフラ～屋内的空間・電気供給・上下水サービス、バックヤードなど～をい

つでも利用できる状況にしておくことが不可欠。 

・土地利用の大きな状況変化が想定される場合、変化をあらかじめ組み込んだ居場所づくりに取

り組むことが重要。（4 と関連）

コミュニティ拠点の青写真の作成 

・県営住宅の建て替えに伴い、シンボル的エリア直近に大規模余剰地の出現することが、今年度

明らかとなり、改めてコミュニティ拠点のあり方明確にし、居場所づくりに取り組むことが必要。 

・大規模余剰地の方向性については、現在の地区計画内容を評価するとともに、居場所づくりの

具体化につながる地域発意の地区整備計画を検討し、関係機関と協議していくことが不可欠。 

地区の居場所づくり 

・住民と自治会の展開能力（熱意、事業予算、マンパワー）に応じて、それぞれの場所の特質に

対応した居場所づくりを展開していく。


